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鞘畷の中腸組織の局m・1勺機勝について慨を続　たと思オ・れ纐の観を3倒8㈱華鹸させて磯嚇1

け，その酵素作用において（山口，1955，1957），グリコ　　　毎に測驚を背つた。

rv
Qン薔積作用において（山口，1956），叉幼虫の結紮に　　　　材料輩は，略同大に発育したものを選び，各10頭をと

よる刺舳容物と体液の性状ntvaの変化等との関係につ　り，ξ膿1験塩州1レ酬剖し・・隅内の食恥ま留撒と

いての研究におV・て仙口，1954），蚕の・賜は形態、1・．　Jk一に除き却，1†暢被灘IL織のみを蒸溜水で洗V、濾紙

でも区別ができるように，糊1燃より，栄勲質の血　で水の余1・腔吸い励，速かに，自い1扱び㈱1の3　KfK

液への通過とか，細胞内での蓄繊どについて識能的　に断｝し決々構伽こ容れ，できる丈け短i騨脚噺鮮

にも差異あることが認められ，特に，ri・1腸後部には多盤　　　物量を測電し，続いて70°～80°Cの鞄燥器内で一驚重量

のグリコ＿ゲソの醤積や分解消央が見られること等から　　　となる蓮乾燥した。中腸の区分については，従来の方法

WIGGLEsWORTI｛（1942）ヵ曳蚊（Aedes）の幼虫で見てい　　　と囲様に，　rl；暢後部と1馬特に襲鐡の多い部分をいい，

るように，この組織は中間代謝の役割をも果している部　　　前方の壌撒の少い部分を切半して，前部を中腸前部，中

分と考えられるに到つた。　　　　　　　　　　　　　　部を中腸中部とした。

　本報告において著者等は，特に食桑及び絶食中の中腸　　　　測定結果は新鮮貴と乾物貴とを対10頭分の爽測値で示

被膜組織重鑑の増加と減少の割倉を検討し，栄養質摂取　　すと共に，増減の割禽を1司一条件で比較するために食桑

蓄積及び分解消耗の有無，又局所的機能藻について研究　　　叉は絶食を始める前の組織重を夫々指数100とし一定時

を行つたので之を報告する。　　　　　　　　　　　　　　間経過後の重灘を之に対する100分比をもつて表した。

　　　　　　　　材料及び雲験方法　　　　　　　　 実験積果
材料　　　　　　　　　（・）鱗時におけ紳鰍騨齢書Bの躍物
供瀬踊・支・・8号，蹴・肺旧・22号・支・22　起蚕｝・ついて・刺易撚鰍姉沖及び罎部｝こ3区

号（以上、956），麟（・プ），欧・9暑，日・22号・支・22　分し，空麟から，食桑48㈱迄の増加を・繍量と・

号（以上、957）等を用V・た。　　　　　乾繍・ついて離した㈱漱の1服戯噸りであ

　実験方法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る。

暢撚組織綿噸馴定　　　　　・れは蝉謙品鰍に欄の鯉塑の状態は略
暢撚組織の増憶については，・齢起蚕より鎌　同様であり漸魚糧でも乾畷でも全く同噸向で・概

させたものを，48劇以内lcつV・て一定醐敏測定し　して直線的増カロを示す・而して36～48繭内の重1疑増加

た。購糧は，3－4眼桑させ充分1・懸を獅し　は，・鵬後部i・おい曙しく大で，鞘1が之｝こ次ぎ沖

　　　　　　　　　　　　　　．一．　　　　　　部は最小である。すなわち之｝こよれば，栄養質の摂取叉

・信州大轍維学部蚕欝研究蜜　　　　　　購手貴（乾物量）については次の様な関係がみられる・

　　〔信大鎌E学部研究報告第得1958〕　　　　　酬1・・圃1・傑［～罵325：286：472
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Table　1。　Weight　increase⊂〕f　the　three　divisions　of　midgut　waIl　of　si11くworm

　　　　　　　　　Iarva　in　the　feeding　course．

剃
讃
b乃

冨
≧

k
6
＜

講
省劣

鹸
cll：辱

Time　of

feed｛ng

Ohr
　2

　6

12

24

36

48

Ohl’

　2

　6

12

24

36

48

、　　　　　　　　Midgut　epitheliuln
Anterior

Eresh　wt．　I　　Dry　wt．

0．160　9

0，190

0．259

0．28Q

O．365

0．392

0．405

100

119
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245
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0，073
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332

Mlddle，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－hun「．－ny．’一一一

Fr弓sh　wt・　I　Dry　wt．

0．160　9

0．220　「

0，225

0．299

0．310

0．358

0，380

100

137

140

186

193

223

237

　　　0．028　9

’　0．030

　　　0．035

　　　0，038

　　　0．065

　　0，　080

　　0．　086

100

107
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232
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307

Posterior

Fresh　wt．　1Dry　wt，

0，132　9

0，139

0．198

0，334

0，　360

0．616

0，730

100

105
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253

2ア2
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553

0、028　9

0。032

0，054

0，084

0，097

0，112

0．147
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114
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N◎te：　Figures　show　the　weight　of　tniclgut　wa蹴of　every　ten　11証va巨一至語sinc；π｛蕊…『　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

．　　after　the　fQu耽h　ecdysls．　Ma　terial：silkwQrm　variety……Ch6k．6×Shinwa

T・b1・2・W・ight　i…ease．・f　th・th・ee　di・i・i・・s・f　larval　midgut　w、11　i。’se。e，al

　　　　　　　　varieties　of　silkworm．
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Act，
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@t．ロ’pm－－　．　　　　　　　　　　　　　　ロ－t－－－．．　t．　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　t”　　，

　　　0．1609　0．1609　0．1葛7喜…
　　　0．405　　　　0．380　　　　0．730

100　　100　　100
253　　　　　　237　　　　　　553

l　　C．108　．．一．拠・．．＿＿．＿．．．一．．．一＿一一

％

～　　　　　　　　　｝
Kobu

（Knobbed）

　Act．

　wt，
｛nT－t．
　　％

E・・

Act．

wt。

N122
　　×

　0
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　　　　　　　　　　Dr￥we1瑚t
……`h｛色fiδ｛F．…’一’』N丘dd正e　　距δ…S’E61：i6’i’…．1．tlmt幽

　　　　　　tt　’　’　’　　　 @　　　ロ　　　’　tt　　ロ　　　　　t－　’　tttt　　　　　　ハー　　　’　tt　りtt　　　　　　tt　，　　，ア　　　　，　tt　

　　　O．0309　．0．0289．　0。0289
　　　0。107　　　　0．086　　　　0。147

　　　　1．00　　100　　100
　　　　332　　　　　　307　　　　　　525

0．150　　　　0，195　　　　0，126蒲君　　　　　0．で25th－　¶δコδゼ召　　　　皿

0．467　　　　0．5，0　　　　0．570　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0。055　　　　0，079　　　　0，173

100　　100　　100
313　　　　　303　　　　　456

、9Tl魂護鵬
　0

48
100　　100　　10δ
306　　　　　　286　　　　　　356

1　　　0．162　　　　0．152　　v　．O”，164
　　　0．416　　　　0．378　　　　0，500

100　　100　　100
366　　　　　　316　　　　　　674

0。015’　　0．017　　　0．018
0．062　　　’0。060　　　　0．090

－一』｝　馳’怩U而．丁『 @　　．．1’”1．．06－｝im｝』』．．1．oσ1．㎜一『

　　　　413　　　　　353　　　　　500
　0

48

陽［1
％　　41

C122　　　％

100　．　100　　100
259　　　　　　249　　　　　　305

O．124　　　　0．129　　　　0．148

0．327　　　　0，292　　　　0．451

100　　100　　100
264　　　　　　226　　　　　　305

0．034　　　　0曜036　　　　0．038

0．090　　　　0．096　　　　0，116

100　　100　　100
265　　　　　　250　　　　　　305

0。019　　　　　0．020　　　　　0．021

0．047　　　　0．041　　　　0．059

lOO　　IOO　　100
257　　　　　　205　　　　　　282

．　　　　　Note：　Ac亡．　wt，……Actual　weight．　．　　　　　’　　　　－　　hrm　　”．「一　　　　　．．『．「．…｝一．

％…・－Per　cent　Of　initial　weight，
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　然し鍵験によれば，増加の状態に変P）はないが，蚕の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　種頽によつて，後部と，前部，rl1部の増加量の差がかな

G・・・・…一一一一（・A。t。，i。r　midg。t　　　　り1’Vi］か鮭のもあり，勲・まり大差を示さぬものもみ

◎脚＿蝋O　Middle　　〃　　　　　　　　　　　　　られる。爾此0）場合食桑に伴い組織又は細月包肉体の生長　・

Ar“””’””△Posterior　〃　　　　　　　　　　　もある筈で，増加鍛が慨ちに薔不fl量を示すとは限らない

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　けれども，従来の紺織単1／1勺襯察からみても，細胞の実質

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が1日間に3～4倍以上も生侵すK）とは考えられないの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で，結局被膜組韻蛇航駿の増力liは，蓄穆1物質の増加と或程

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　度平行するものと見徹してよいと考えらオもるo

　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　註・実際には婁婦1【種につき各部位毎に増力rl及び減少に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ついて判鮮物と乾物とを実測したが，詳細1な誰己載を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　遡iけ，：薫，図共にそo）一・例のみを掲i臨したo

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）絶食に伴う申腸被膜組織各部の重量減少
2°° @　　　　　　　　　　　　実験（1）に於て聯1職1淋の蝦勧ll味さfi・しているので

　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　この粥積鷺を更にli崔かめるためと，又如何にして，貝【｝蔵

　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　された物質が，その霞驚～ζは分解により，腸壁を通過し

1°°

B2　、2　24　36　48　徽するか蜘る煙・にド｝［夏鎌して羅勲充分に
　　　　　　　　　H‘｝urs　　　　　　　　　　　　　　蓄穣した，5齢41ヨ1・1の蟹を絶食させ，前と岡様に1剛1；ll

Fig・1・Weight　increase　as　pe「cent　Qf　initial　　　の経1邑に伴う中腸被膜の：iな鼠を，各部位について測窺し

　　　　聯翻瓢認i留脚駕繍　た・調麟撚綱・・鰯・㈱，轍醐
　　　　Material：ChOl〈6×Shinwa　　　　　　　　　　　2図）

Table　3．　Weight　decrease　ill　t1ユe　three　divisions　of　inidgut　walI　of　siil〈worni

　　　　　larva　in　the　fastilユ9　courSe，
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Time　of
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0

6
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0

6

12

24

48

Midgut　epithe　ium
Anterior

Fresh　wt．　｝　Dry　wt．

O．　630　9

0．625

0，560

0，544

0．445

100

99

88

86

76

0．132　9

0．110

0，095

0．094

0．09Q

100

83

72

71

68

Middle

Fresh　wt．　l　Dry　wt．

0．52ア　9

0，　520

0，500

0．480

0．437

100

99

95

91

83

0，095　9

0．085

0．　080

0．075

0．067

100

89

84

79

71

Posterior

Fresh　wt．1Dry　wt．

O，950　9

0，785

0．733

0，ア05

0．　600

100

83

77

74

63

0．1759

0．140

0。130

0．100

0．　098

IOO

80
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57

56

Note：　Figures　show　the　weight　of　midgut　wall　of　every　ten　Iarvae　starved

　　　　since　the　fourth　day　in　the　fifth　instar．

　　　　Materia1：silkworm　variety……ChOkδShinwa，
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Table　4．　Weight　decrease　of　the　three　divisions　of　larval　midgut　wall

　　　　　in　several　varieties　of　silkworm．

一

Silkworm
variety

Time　of　　　　　　Fresh　weight
feeding　　’…t’一．…’……．’………一…四一．－t．．t．．……－1．’．一．

Anterior　Middle　Posterior

Ch6kδ

　×　　　　－

Shinwa

Dry　weight

Anterior　Middle　Posterior

Act，　　　O　hr　　O．6309　　0，5279　　0．9509　　　0，1329　　0．0959　　0．1ア59

wし，　　　48　　　　0．445　　　0．437　　　0，600　　　　0．090　　　0．067　　　0．098

％

0

48
100　　　100　　　100

76　　　83　　　63

N．122

　×
C，122
　（1）

Act．

wt，

0

48

O．710　　　　0，701　　　　0，918

0．440　　　　0，510　　　　0，515

％
0　　　　　100　　　100　　　100
48　　　　　　　　　　69　　　　　　　73　　　　　　　57

　　　　　　Act．

　Kobu　　　　wt，

（Knobbed）

0

48

0．550　　　　0．42Q　　　　O。650

0．290　　　　0．245　　　　0．325

％

0

48
100　　　100　　　100

53　　　58　　　50

E，19

ACt。　　　O

Wt，　　　48

0。430　　　　0．382　　　　0．504

0，274　　　　0．270　　　　0，312

％

0

48
100　　　100　　　100

64　　　71　　　61

N．122
　×

Act．

wt．

0

48

O．　392　　0、311　　0．509

0，233　　　　0．211　　　　0．294

C．122
@　（2〕

％

　0

S8

100　　　　　　100　　　　　　　10

T9　　　　66　　　　5

100　　　100　　　　100

68　　　　71　　　　56

O，110　　　　0．102　　　　　0．175

0．065　　　　0，062　　　　　0，080

100　　　100　　　　100

59　　　61　　　　46

10．105　0，。9。　0，145

1　0，064　　　　0，062　　　　　0．0アフ

100　　　100　　　　］OO

61　　　69　　　　53

0．096　　0。090　　　0．116

0．052　　　　0，048　　　　　0，060

100　　　100　　　　100

54　　　　53　　　　52

0，060　　　　0．049　　　　　0．Oア2

0昌033　　　　　0．028　　　　　　0，037

100　　　100　　　　100

58　　　57　　　　51

Note：　Act．wt．……Actual　weight．

　　　　％　　・…・・Per　cent　of　initial　weight．

　　　　Ch6k6×Shinwa，　N．122　x　C．122（1），　Kobu……the　fourth　day　old　larvae　of　the　f三fth　instar。

　　　　E．19，N122×C122（2〕……the　third　day　Qld　larvae　of　the　fifth　instar．

　上表及び次図の結果によれば，増盤の場合のように著　　少ない。その関係を5種類平均の組織血量の卓乞物童％を

しくはないが，5品種共に同様で新鮮墨も；乾物貴も，同　　　もつて示すと次の通りである。

傾向をもつて滅里していく。すなわち24iES・聞国頃迄は急　　　　　　前部：中部：後｝31S　・　60：62：52

減し，以後は漸減する。滅少の割合を局所的に比較する　　　従つて減少の割舎は後部は中部及び前部より大で，恰

と，中腸後部は常に最大で，前部之に次ぎ，中部は最も　　も増量の場含の局所差と一・twしている。
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1，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．i．【1二1　（1955）　レ・よ鐘｛蚕玄ノJJJ弐｝こゾつきr’い日易り凝じこ・含まオしる各ギ駐

　　　、，．一．。一，、、。、，，、。，mid、。、　　？肖1ヒ　欄　’1：　につき・ち嬬ド・lm・1（1957）1諏Acid及

　　　Q＿。Middle　．　　　Alk・li　ph・・Ph・t・・eに・・き」｝～に聯　ll皮襲ll　｝嚇に強大

MPoste「i⑪「　　”　　　　　　　　であること己1‘旨病濁し，　：’，41」．【1二1　（1956　b，1957）　はv『il陽

　　　　　　　　　　　　　　　　　内でのグリコーゲソ合成及び分角1酵素の作用は特に，後

　　　　　　　　　　　　　　　　　部に於て大であること粒見出したが，木研究における中

　　　　　　　　　　　　　　　　　腸被膜組織内鋳毛養質の貯蔵Wi’不．til（増加）及び分解（減少）

　　　　　　　　　　　　　　　　　が中腸後部に誰〕つて鮭だ活発蹴聯実と，櫓1めて密接な関

　　　　　　　　　　　　　　　　　係に～｛・，る4、の拷却・濠しる。6骸1．llllぐ1954）1意愈剰1

　　　　　　　　　　　　　　　　　の幼虫を胴部鮒1紮をffえば，　lil．液楓折率がrい腸前削～叉は

　　　　　　　　　　　　　　　　　中部に識当するltfrc分において高く後部では可1』低いこと

　　　　　　　　　　　　　　　　　犠ご指摘したが，之は本研究結果、』｛｝i：せ考察すゐに巾腸前

　　　　　　　　　　　　　　　　　1い部では消化物’1｛1（例えばアミノ酸，糖1iのの貯蔵は少

　　　　　　　　　　　　　　　　　く栄掩質は速かに，．1　flL液側へ吸収，通過されるためであ

　　　　　　　　　　　　　　　　　り，反対に，中腸後｝’lll亥’1循1、液の）i．fe“〒率が傭いのは，…“

55

B6・2 g＿・M．
R61k認【鵬登訟轡饗1：ll騰繍

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿，　　用が強く，⊥fll．u．Rへの聡銅油割聯冊ヒして少なく・かつ

　灘謄簿欝二器速叢繊麟撫」内の中1陽糸　の滅少鴇、

　　　　　Material：Ch6k6×Shinwa　　　　　　　　　　合は，大1嗜50％を示したが，板谷（1936）の讃の飢餓の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研究では同じく48時闘の範1楓内で減少最大なのは，炭水

　　　　　　　　考　　察　　　　　化物と脂肪で，郷35タ6内外轍じているが，その1也の

、諜雛繍膿1犠織霧灘灘蕊鷲灘餓繍
盤でも㈱様に，獅〉前部〉幅の関係にあ石・　研究にSv・・てもうかがい宍雌とができる・
芝とを知つた．すなわ紳1陽賄れ・郡｝も消1ヒ，卿　他の動・吻につ・・』・1ま・腺（1955）闘餓11二1の馬の｝」：i臓

㈱はもとよ，，栄纈・・貯・畿，分角糊1にも与つ…　a・欄轍を縄黛融醗腓il榔飢鱒の46％

り，就艸撒部噸聯1；はそ彫態の複徹如く，　it’i・　（54％嚇小）を乳たと幸階している・すなわち詣

蔵や分解の機能が聰卿・・とが判つた．　　㈱　芭叉闘脚胞卿き欄代謝醐射る轡は，
W、GGLE，w。R。。（・942）は蚊（A・des　・9Ptpti）の　｛蜘織1砒し蓬か｝・欄の形態獣き噸1ヒ鯨すこと

幼蜻用瀬。の羅質につ・・て研究し沖撒輔は　は・リ1か一・’　，v）つて・の勲らも蚕卿」易が中蝋・馴装1係

グ，。．ゲ。の生成舗分角糊窒割を糺又前糊1す翻罫官窃ろうと獣磁奴ないと膨・循灘1． ｵ
は麟嚇蔵に役、・Lつている・と・di’tsSi　i　L，　rp腸力・輔　噸について綿1纐灘融している醐1轍に記す縦

代謝の作用を支配しているもののようであると述べてい　　　である。

る．WAT・・HQusE（1955・1957）は［欄の1二鵬につV’ @　　　摘　　要
繍聖1瓢灘瀦堤騰繍易の幽・…，卿灘・つ・・鞭
蔵，代融翻隙・［肌則・ある蘇を報告している・　の儲國測蹟鰍の㈱を糺てし’硬否か，もしu
又，。uLs。。。。d　B。w。NはDr…勲・つき，鉄・嚇旨ありければ・そ・何れの｝：tl：位で価れるか蜘

い。諌。剛差鵬る・とを、階し・いる。　　分し，辮物及1吃物の難郷酬定した・
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1饗難籍鰻轡繁瓢欝：編盟　濃∵器福器、齢鵡課晶笥

1難蝿羅簸轡蹴　燃：灘審墜騰曝1
本研究を価に当つては備｛腋興嗣，，八繍黄政．博　　　　・t・・vati。1・．

殻織纏羅欝蹴労ll鷲繊3凝・・A・，，，f。ed，。g

て多い。支玄に併せて深謝の意を表する次第であゐ。　　　　　　Anterior　　　　　325

　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Middle　　　　　　286

　　　　　　　　　　　　　引用文献　　　　　 P。sterior　　472
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

Afte1・starvation

　　　　　　60

　　　　　　62

　　　　　52

難〔保蜘1：［li・翫三・ll1蚤誌，28（2），40－45（1957　　　　　　～
根谷健吾・理論爽験蚤体生理学171－・73（1936）　　The　midg・t　inc・ea・es　i・w・ight　p・・9・es、ively

岩下aS光・i加蹴郎・畷誌，鮨26（3），（1957）　whe・f・d　imm・di・t・1y・ft・・th・f…thecdy、i，。　lt

小泉芳夫：動物・64（5），145－148（1955）　　　　　　　　　is　more　remarkably　in　the　posterior　than　in　the

P。uL・。N・D・F・a・d　V．　T．　B。W・N・E。ptl．　C，ll　ante「i・「a・d　middl・di・1・i。・・．　Whi1，｛。　th，、t。，。、．

　　　　　　　　　R・・earch，　S・pPI．2，161－・79（1952）　　ti°n・・p・・il…t・，　i・whi・h　the　thi，d　d。y。ld

山゜鍬良　・蚕縛鵜，・4（a），（1942）　　　Ia「v・e。f・he　fifth　i・st・・were・・ed，　th，　w，ight

　　　　　　　　　・f漱辮陥），’（・954）・　　．　Qf　wh。1・midg・t・pi・h・li・m　cl・c・ea・e・al・。　P，。9－

　　　　　　　　　・　　（5），47－52（1955）　　　　「essively・b・t　m・・t　m・・kedly　l・the　p。・t，，i。。　tQQ。

　　　　　　　　　・1ヨ劃・・音　謝i細3（1956・）　　　As　it量・highly　P・・b・b1・th・t　tb・g・i。。，　the

　　　　　　　　　・1駄繍（6），45－50（1956b）　．　　1°ss・ff・eshand　d・y　w・ight。f　the　gut　w、II

　　　　　　　　　・　（7），68－72（・957）　　　ind三c・t…espec・ively・be　s…i・g・・di・・pP，。，i。g

WAT・R・・・…D・F・・nd　B．　STA・・A…．J，　°f　th・nut・iti…ub・t・・ces　i・th・・place，　it　may

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Bi・LS・i・・8C2），・253－277（1955）　n°t　b・un・e・…ab1・t・c・n・ider　th・t　th・midg。t

　　　　　　　　　　　　　　　　　tA・・t・J。　Bi。1．　S・i．8（4），514　epithelium・f・ilkw。・m　l・・v・，　especi、11y　it、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　－529（1955）　　　　　P°ste「i・r　diVi・i・n　p1・y・｛n・th・f…ti。。。f。cc。一

・An・・R・v．　E・・Qm・1．2，1－　mul・ti・ri・・c…ump・i・…w・II・・i・…medi、，y

　　　　　　　　　　　　　　　　　　18α957）　　　　　　met・b・ii・m・f・the　nut・iti・・m・teri・1・besid。　th。、e

W・GG・Esw・RTH・V・B・　・　J・E・ptl。　Bi・1．，・19，・56＿　°f　dig・・ti・n　a・d・b…pti。nt　f・・e・。mple　aS

　　　　　　　　　　　　　　　　　　77（1942）．　　　　P・i・t・d…i・m・・q・i・・1・・vae　first　b，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　WiGGLESWORTH（1942）．

　　　　　　　　　　　　　　　　Summary

・・・…t・mpt　t・P・・ve　w…h・・the　m・dg。、（ ･1、繍濃。㌍c嶋Shi・・h・

闇


